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〇目的 
ITER は平和利用の核融合発電の科学的および技術的な実現可能性の実証を目的とした、国際共同研

究開発プロジェクトです。ITER 機構の 7 つのメンバーは、;欧州連合 (EURATOM が代表) 、日本、

中華人民共和国、インド、大韓民国、ロシア連邦、および米国です。 
ITER の敷地はフランス南東部のブーシュデュローヌ地区にあり、フランス CEA サン・ポール・レ・

デュランス に近いところに位置しています。詳細については、ITER のウェブサイト

http://www.iter.org を参照して下さい。 
 
ITER 機械の組み立ては現在、ITER の敷地内にて進行中で、最大 750 t のオーバーヘッドクレーンを

使用した大型で複雑なリフティング作業が行われています。 
主に保守目的で使用されるリフティング設備など、いくつかの補助的な建屋が既に稼働しています。 
本文書の目的は、将来のフレームワーク契約に関連する ITER 機構 (IO) の技術要件の概要を説明す

ることであり、これは 2 つのロットに分割されます。 
 ロット 1:トカマク組立リフティング設備の運転及び保守; 
 ロット 2:その他のリフティング設備の運転及び保守。 

本文書は、ITER 機構が ITER 国内機関に対して発行する外部委託募集に適用されます。  
本文書は、より詳細な要件を含む将来のフレームワーク契約の最終仕様ではありません。  
 
〇作業範囲 
2.1 業務 
提供する業務は、ITERサイトに設置されたリフティング設備の運転と保守の面から要求される性能基準、品

質水準及びその他の作業要求を確実に達成するためにIOをサポートすることを目的としています。 
この目的のために、契約者は、以下を含む完全なエンジニアリングおよび管理ソリューションを提供する責

任を負うものとします。 
 適切な技能、技術及び経営に関する専門知識を有する労働者及びその他の人員 
 材料、予備部品、工場、工具、輸送およびアクセス手段、テスト機器、 

化学薬品、潤滑剤、その他の雑貨類。 
両ロットで提供される業務には、大まかに以下の作業グループが含まれます。 

1. リフティング設備保守(架空クレーン、ガントリークレーン、モノレール); 
2. リフティング設備運転 (オプション); 
3. 追加作品(新しいリフティング設備の供給・設置、既存のリフティング設備の改造・改修、リフティ

ング用アクセサリーの調達); 



4. 横断タスク(コールセンター、オンコール業務、コンピュータ化された保守管理システム、調整、予

備部品管理、規制チェック...)。 
各ロットには、以下に示す特定の機器セットが含まれます (全てを網羅しているわけではありません) 。 
 ロット1: 

o 750 t及び50 t天井クレーン (建屋#13); 
oデュアルクレーン重吊梁 (建屋#13); 
o保守ホイスト (建屋#13・11); 
o最終的な貨物リフト (建屋#11); 

 ロット2: 
o約25台のリフティング設備がITERサイトに分散しており、特に以下のものがある。 

 60 t移動式ガントリークレーン(建屋#17、バッテリー駆動); 
 20 tスクリューリフト (建屋#22); 
 200 t/50 tガントリークレーン (建屋#56);  

oテスト負荷システム (分割可能な重りとアクセサリーを備えた80 tクレードル) 。 
業務開始時には、約30台のリフティング設備が稼働・維持され、14の建屋またはエリアに分散されま

す。契約期間中、この台数は約45台に増加します (基本的にはロット2の範囲内) 。 
 
2 リフティング設備保守 
保守には、計画保守と計画外保守の両方が含まれるものとします。契約者は、製造業者の保守マニュアルに

従って保守を実施し、適用される規格ISO 23815-1およびISO 9927-1に最低限準拠するものとします。 
 
2.3 リフティング設備の運転 (オプション) 
契約者は、適切に (恒久的またはオンデマンドベースで) リフティング作業を監督する有資格のクレーン指

示者の支援を含む本契約に基づいて、恒久的なリフティング設備を運転する有資格者及び経験者を提供する

よう求められます。 
 
4 追加作業 
IOは、マシンの組み立てとプラントの運転をサポートするために、リフティング作業の範囲内でタスク要求

を発行できます。IOは、新しいリフティング設備の供給と取り付け、既存の装置の修正または改修、または

リフティング設備用アクセサリーの調達を契約者に依頼することができます。  
 
5 横断的タスク 
契約に基づいて提供される業務には、次の横断的なタスクが含まれます。 

 コンピュータ化された保守管理システムを使用した保守の管理とスケジューリング (保証のフォロ

ーアップと規制管理を含む); 
 スコープの進化の管理 (作業のフォローアップ、新しい機器の割り当て、技術リポジトリ管理); 
 予備部品管理; 
 規制監視、合成、分析、報告; 



 コールセンターおよびオンコール勤務業務。 
 
6 レポートと期待される成果物 
契約者は、予想される成果物として、特に以下のような運転保守文書を提供する責任を負います。 

 月次進捗レポート; 
 整備計画; 
 CMMSの保守レポート(規模のオーダー:12から30ワークオーダー/月); 
 予防保全・是正保全実施シート; 
 異常が報告された場合の診断報告; 
 インシデントまたは繰り返し発生した異常の場合の根本原因分析レポート; 
 保守ログ; 
 規制レジスターの更新。 

 
〇除外とインターフェイス 
契約者は、専用のサーキットブレーカー (付属) からの機器に対して責任を負います。 
クレーンが使用するレール (溶接またはボルト締め) は、契約者の範囲内です。クレーン走行ばりは建築構

造の一部であり、この契約の範囲には含まれません。 
 
〇契約種別 
必要な業務の全範囲を提供するために、ロットごとに1つずつ、2つの枠組み契約を想定しています。 
1人の入札者が両方のロットを落札した場合、ロットは1つの契約にまとめられます。フレームワーク契約

は、独立したエンジニアリング作業として意図されたタスクオーダーによって締結されます。枠組み契約の

署名は、いかなる意味においても、ITER機構に対し、その署名よりも先にタスクオーダーを通じた購入を進

める義務を意味するものではありません。タスクオーダーによる枠組み契約の履行のみがITER機構を拘束し

ます。契約者は、タスク仕様に従って、個々のタスクオーダーで要求された業務を実行するものとします。 
 
〇作業場所 
上記の説明を考慮すると、契約者のスタッフは、自分のオフィスとITERのサイトであるフランスのカダラッ

シュとの間でその活動を共有する権限を与えられることが想定されています。 
作業の90%から100%はサン・ポール・レ・デュランス (フランス) の現場で行われると推定されます。 
 
〇必要なスキルと経験 
ITER機構は、以下の専門知識の関連分野で上記の経験を発揮できる応募者を募集しています。 
応募者はさらに、(手続きの厳格さとトレーサビリティが重要な)原子力施設での経験があることを証明しな

ければなりません。 
応募者が実施する品質保証システムは、ITER品質保証プログラムの要求事項を満たす認証済の品質基準に基

づくものでなければなりません。 
タスクオーダー (TO) を満たすために必要なリソースは、契約運用フェーズの開始時に両方のロットを合わ



せたフルタイム換算 (FTE) で6から13に相当することが期待されます (クレーン運転オプションがリリース

された場合は13 FTE) 。 
トカマク組立てクレーンの重要性に関して、IOは高度に複雑なプログラミングタスクを管理するための候補

者の能力と経験豊富な自動化エンジニアと技術者(最低4 FTE)について特に注意を払っています。 
これらの特定のスキルとプロファイルは、クレーンソフトウェアの進化、業務履行の要求および問題のある

リフティング作業の支援・トラブルシューティングを適切に対処可能なことが求められます。 
 
〇契約期間 
枠組み契約は2023年の9月に開始される計画です。本契約はおよそ３か月の立ち上げフェーズから始まっ

て、４年の運転フェーズがその後に続きます。立ち上げフェーズ期間中、契約者は現在リフティング機器の

運転と保守に携わっている企業から業務を完全に引き継いで、運転フェーズに十分に備えることが期待され

ます。 
 
〇概略日程 
概略日程は以下の通りです： 
マイルストーン 暫定日程 

事前審査の発行 2022年 9月 

入札発行 2022年 12月 

契約授与 2023年 6月 

立ち上げフェーズのスタート 2023年 9月 1日 

運転フェーズのスタート 2023年 12月 1日 

契約終了日時（固定部分） 2027年 11月 30日 

 

〇候補 
参加は、個人またはグループ/コンソーシアムに参加するすべての法人に開放されます。法人とは、法

的権利及び義務を有し、ITER 加盟国内に設立された個人、企業又は機構をいいます。 
コンソーシアムは、恒久的な、法的に設立されたグループである場合もあれば、特定の入札手続きの

ために非公式に設立されたグループである場合もあります。 
 
コンソーシアムの団体は事前審査の段階で公表されます。入札者の構成は、事前審査後 ITER 機構の

許可なく変更することはできません。 
 
同じ法人団体に属する法人は、独立した技術的能力と財務的能力が実証できる場合に個別に参加する

ことが許されます。入札参加（個人またはコンソーシアム）は、事前審査プロセスの間に提示される

選定基準に従う必要があります。IO は、重複した参照プロジェクトを無視すること、並びに該当する

法人を事前審査手続きから除外する権利を有します。 
                                                                                                                                   
【※ 詳しくは添付の英語版技術仕様書「Service Framework Contract for the Operation and 



Maintenance of Lifting and Handling equipment」をご参照ください。】 
 
ITER 公式ウェブ http://www.iter.org/org/team/adm/proc/overview からもアクセスが可能です。 
 

「核融合エネルギー研究開発部門」の HP： http://www.fusion.qst.go.jp/ITER/index.html 
では ITER 機構からの各募集（IO 職員募集、IO 外部委託、IO エキスパート募集）を逐次更新してい

ます。ぜひご確認ください。 

http://www.iter.org/org/team/adm/proc/overview

